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水防訓練の実施 武蔵野市

○「はらっぱ 水防・防災フェスタむさしの」において、防災関係機関による水防工法の活動訓練を実施し、水防関
係機関間の連携強化や市民の水災対策に係る意識向上を図った。

家庭でできる水防技術講習会の様子水防工法の訓練の様子（積み土のう工法）
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風水害時における野川周辺の防災対策方針（令和7年12月策定）を策定 三鷹市

洪水浸水想定区域において浸水被害が想定される野川流域において、「自助」「共助」「公助」
の取組を強化することで、水害に備えた防災性や安全性の向上を図り、野川周辺に居住するか
たがより安心して暮らせる地域を目指すことを目的に策定したものです。

新に風水害時における避難場所の拡充や、移動支援に関する民
間団体との災害時協力協定を締結し、防災対策の充実を図りました。

また、市民向けにタイムラインの雛形を示し、自助における避難行
動の促進などを周知しました。

参考URL https://www.city.mitaka.lg.jp/c_service/116/116979.html
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水害に関する防災教育の推進 府中市

取組の実施内容を記載
市立小中学校の新任教員（１年次）育成研修に伴う防災教育研修において、府中市に起こりうる災害（震災・
風水害）の被害想定や本市の災害対策、避難所の役割、自助 ・ 共助の必要性を解説することで防災知識を深

めるとともに、児童生徒に対する防災教育の指導力向上や発災時における的確な思考、判断に基づく正しい行
動力を身に付けることを目的に、新任教員５２名に対して講義及び避難所の防災資器材の取り扱いについて指
導を行う。

取組状況がわかる写真や資料を添付

教員の防災意識の向上はもとより、学校や学校を中心とした地域防災活動への積極的な参画や避難所の開
設に係る初動防災体制の強化が図られている。
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自治体間の垣根を越えた避難者情報共有の取組 調布市

●令和６～７年度：三鷹・府中・調布・狛江の４市（＋東京都・東京都市長会）による検討会

・避難者情報の共有化・DX化に向けた検討会を設置
・４市共通の避難者名簿への統一 ※令和６年度に達成
・避難所情報管理システムの試行環境における実証実験

●令和８～９年度：検討会を多摩２６市に拡充（特別区、町村などの参加歓迎）

・多摩２６市における避難者名簿の統一を図る
・避難者情報共有システムの実証実験と最適な方向性の検証、
東京都の被災者総合支援システム等との連携を図る
・災害時に自治体間で避難者情報を共有し適切な支援を行える体制構築を進める
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水防訓練の実施 小金井市

〇令和７年５月１１日に、都立武蔵野公園野川第二調節池にて総合水防訓練を実施。
〇改良積土のう工法、マンホール噴出防止工法、連結水のう工法（タイガーダム）、土のう作成、
簡易水防工法、チェーンソー取扱訓練、可搬ポンプによる排水活動体験、ドローンによる映像
伝送訓練、防災マップ及び救命ボートの展示等を行った。

チェーンソー取扱訓練
マンホール周辺を土のうで
囲い水を貯めて噴出を防ぐ
マンホール噴出防止工法

（土のう使用）

連結水のう工法
（タイガーダム）

身近なレジ袋を使用した水のう作り
簡易水防工法

ドローンによる上空から
の情報収集及び展示

救命ボート・防災マップの展示
ＰＲコーナー 土のう作成体験可搬ポンプによる排水
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総合水防訓練の実施について 狛江市

①災害対策本部訓練

②避難所開設・運営訓練 ③排水樋管対応訓練

実施概要
①災害対策本部訓練
タイムラインに基づく情報収集・整理、関係機関のリエゾンや災害医療コーディネーターとの連携

②避難所開設・運営訓練
市民の受入れ訓練、福祉避難スペースの設営と誘導、関係機関の展示

③排水樋管対応訓練
排水樋管操作要領に基づく対応訓練、水中ポンプ、排水ポンプ車を活用した消防団による排水訓練

実施結果

災害対策本部会議 分室での情報収集・整理 関係機関の連携 医療コーディネーターとの連携

避難所受付、検温・問診 関係機関の展示 排水ポンプ車による排水訓練 六郷排水樋管対応訓練
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浸水ハザードマップを作成中 西東京市

〇気象庁が発表した新しい防災気象情報にあわせて改良

取組状況がわかる写真や資料を添付

上記の令和６年度のハザードマップを改良中


